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正常な細胞に発癌の危険を伴うストレス「発癌ストレス」が生じると、細胞増殖 
は不可逆的に停止します。この現象は「細胞老化」と呼ばれ、癌抑制機構として 
重要な働きをしていると考えられています。原博士らは、細胞老化が生体内で 
どのように誘導され発癌を防御しているのか、また、その作用機序が発癌過程で 
どのように破綻するのか研究を進めておられます。原博士は、２００８年まで 
当センターで活躍され、現在は当センターの客員教授も兼務ていただいています。 
多数のご来聴をお待ちしております。本セミナーは大学院特別講義を兼ねます。 
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